








1.研究の目的及び経過 

わが国における母子保健統計の推移をみると,乳児死亡率の例でも分るように国際比較の

うえで最低率を示すものもみられ,母子保健対策の成果が明らかとなっている。 

このような成果は主として小児の身体的健康問題に対する広範な母子保健行政施策の成果

とみてよいが,一方,近年社会的に大きな話題とされている小児の心理学的あるいは行動学

的な諸問題は,小児の成長・発達に影響を及ぼす養育条件のゆがみに由来すると思われ,家

庭における養育環境の分析検討を中心とした家庭保健に関する総合的研究が急務とされて

いる。 

本研究班は以上のような背景のもとに,昭和 61年度より,小児の心身の成長・発達につき,

特に心の健康の問題に重点をおきながら,家庭保健,学校保健,思春期保健の立場から小児

の成長・発達に影響する養育条件を解明するため,3年間にわたる検討を進めてきた。本年

度は研究の最終年度に当たり,各分担研究およびそれぞれの協力研究は大きく発展し研究

の成果をまとめることができた。以下,それぞれの内容の概要を略述する。 


